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「私は富山では大きないただきものをしました。それは南無阿弥陀仏」（自
伝）。福光町疎開の６年を超えて、棟方の模索と探究にかかわった中田町の
真宗僧侶の懐古記。大作制作依頼から五箇山での「榮当」物語など13編。

桂書房
〒930-0103  富山市北代3683-11
TEL（076）434-4600
FAX（076）434-4617

小社の本を書店（富山県外）でご注文いただ
く場合は「地方小出版流通センター扱いの本」
とお申し込み下さい。なお、直接注文も承っ
ておりますので、下記へご連絡下さい。
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富
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れ
。
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大
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前
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左
は
棟
方
志
功（
右
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し
、
庄
川
峡
に
遊
ん
だ

帰
り
、
湯
谷
温
泉
に
寄
っ
た
際
の
筆
者
（
昭
和
21
年
）

棟方が疎開していた福光町と筆者の
寺のある中田町（昭和34年発行）
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（
ま
え
が
き
）
よ
り
…
…
福
光
時
代
か
ら
棟
方
さ
ん
沒
後
も
家
族
ぐ
る
み
で
親
交
さ
れ
て
い
る
今
、
唯
一
人
の

棟
方
志
功
越
中
語
り
部
と
い
え
る
勝
山
榮
さ
ん
よ
り
お
聞
き
し
た
話
、
南
砺
市
立
福
光
美
術
館
長
奥
野
達
夫
氏
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太
い
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に
よ
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れ
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も
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た
こ
と
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た
。

　

し
か
し
、
私
は
「
世
界
の
棟
方
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
棟
方
さ
ん
で
は
な
く
、「
ウ
レ
シ
ク
ッ
テ　

ア
リ

ガ
タ
ク
ッ
テ　

ア
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ル
ヨ
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を
口
癖
に
し
て
い
た
棟
方
、
強
烈
な
情
熱
を
も
て
あ
ま
し
て
己
れ
の
芸
業
に
苦

闘
し
、
そ
の
故
に
作
品
を
悦
楽
し
え
た
棟
方
志
功
の
人
間
性
に
引
か
れ
て
筆
を
取
り
ま
し
た
。

益子焼（善興寺蔵）

「天下一」でなく「二」というのはなぜ？

左
は
実
物
の
98
％

117　第八話　五箇山「榮当　榮当」ものがたり

　庄
川
を
船
便
を
利
用
し
て
登
る
こ
と
に
な
り
、
柳
宗
悦
、
濱
田
庄
司
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
、
棟
方
夫

妻
、
そ
し
て
土
地
の
高
坂
貫
昭
、
吉
田
龍
象
、
笠
原
保
寿
、
勝
山
榮
、
私
も
同
行
し
ま
し
た
。

　先
、
井
波
別
院
に
詣
で
城
郭
構
え
の
大
伽
藍
、
彫
刻
で
有
名
な
山
門
な
ど
を
鑑
賞
し
て
、
庄
川
町
よ
り
大
牧

会場の真宗大谷派城端別院（善徳寺）大玄関前で。棟方志功、柳宗悦、濱
田庄司（陶芸家）、バーナード・リーチ（陶芸家）の姿、右端は勝山榮（「第
九・第十話」に登場）。下は右から棟方、リーチ、濱田庄司、柳宗悦


